
血漿中のセルフリー DNAを安定化
全血での保存が可能（２～３０℃ ７日間）
セルフリー DNA抽出までの時間制約を緩和

PAXgene® ccfDNA採血管

より正確に、より簡単に。
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PAXgene® ccfDNA採血管
カタログ番号 採血量（mL） 外径×長さ（㎜） 包装単位 希望小売価格（税抜） 統一商品コード

768165 10 16× 100 100本 ￥99,000 555581894

他社採血ホルダーと併用した場合、採血管を採血ホルダーから抜く際に BDヘモガード™ キャップが抜ける可能性があります。
採血には BDバキュティナ®セーフティロック™ ブラッドコレクションセット（ホルダー付）のご使用をお薦めいたします。

販売名：パクスジーンDNA採血管　医療機器認証番号：219AFBZX00028000

販売名：BDバキュティナ ブラッドコレクションセット　医療機器認証番号：220AFBZX00064000

細胞融解を抑制し、ゲノムDNAの混入を抑制

EDTA採血管と PAXgene® ccfDNA 採血管で採血した検体
からセルフリー (遊離 ) DNAを分離し、Agilent High 
Sensitivity DNA Kitを用いて比較を行った。採血直後の
検体を t0、10日間室温保存された検体を t10とした。
EDTA採血管で 10日間保存された検体 (EDTA t10)では、
血球由来のゲノム DNAと推察される大きいサイズのゲノム
DNAが増加した。一方、PAXgene® ccfDNA 採血管で保
存された検体では、血漿中へのゲノム DNAの混入が抑制
された。

輸送・保存中の溶血を抑制

EDTA採血管と PAXgene® ccfDNA 採血管で採血した検体
（n=8）を 35℃ 1日（t1、35℃）、室温 6日（t6）、 5時間連続
転倒混和後に室温で 6日間保存した（t6 ◌ ）。それらの
検体の血漿中の遊離ヘモグロビンの吸光度 (414nm)を測
定し溶血を検討した。EDTA採血管では保存期間が延びる
に従い溶血量が増大したが、PAXgene® ccfDNA 採血管
で保存された検体では、EDTA採血管に比べ溶血が抑制
された。
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全血での保存が可能！
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出典：ASSOCIATION FOR MOLECULAR PATHOLOGY 2015 Annual Meeting 発表資料

検体保存期間　2℃～ 30℃以下：7日、30℃を超えて 37℃以下：1日

製品保管温度

4～25℃


